

















工 $ 主.t.， 博 士
第 6 5 9 4 τEヨ1 
昭和 59 年 9 月 11 日

















shel wood 型速度式を基に 吸着，物質移動，反応速度の相関関係が，国体の総括反応速度に及ぼす影













先ず，等温条件下における単一多孔質固体粒子と気体吸着種との反応をとり上げ， Langm uir -Hinｭ
shelwood 型の速度式を基として吸着，拡散，反応速度の相互関係が，国体の総括反応速度に及ぼす影
響を解析的に明らかにしている。更に乙れらの解析を非等温系に拡張し，物質移動と共に熱移動が関与
する系において気体の吸着の効果について検討を加えている。
次いで固定層反応器を例にとり，反応器の非定常挙動に及ぼす吸着の効果を検討すると共に，実用的
見地から実測の単一粒子についての速度データを痘接用いることにより，任意の固体構造変化とそれ
に伴う反応挙動を反応器設計に反映させる手法を提案している。反応例として還元鉄による水蒸気の分
解反応を取り上げ 速度論的解析を基に確立した速度式を用いて，固定層反応器の非定常解析を行い，
上記の手法がよく適用されることを確認している。
よって本論文は反応工学の分野の発展に大きく貢献しており 博士論文の価値あるものと認める。
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